
８.成果イメージ(別添)

令和７年度 帰国・外国人児童生徒に対するきめ細かな支援事業 (邑南町教育委員会)

<現状>
・就労のため入国す 
る外国人労働者が増 
加 し て お り 、 家 族 を
伴っての入国が増え
ている。

<課題>
・日本語指導に関す 
る知識、人材、スキ 
ルの不足。

・日本での就学や進 
学について知識がな
いまま入国のため、丁
寧な就学相談が必要。

・今後も増加町の指 
導体制を整えていく 
必要がある。

連絡協議会の設置
・教育委員会日本語指導担当者、学校管理職、担任、日本語指導員、しまね

国際センター職員による情報共有・個に応じた指導・支援や体制の検討等

「特別の教育課程」による日本語指導の実施
・個別の指導計画の作成

・個別の指導計画に基づいた指導・評価の実施

日本語指導員の配置
・対象児童生徒に対する在籍校での日本語指導・評価の実施

・校内にて、対象児童の支援状況について適宜共有

ICTを活用した教育・支援

・就学ガイダンスの実施時や保護者面談時に、通訳を活用した対象児童・保

護者との意思疎通

・日本語の習得状況に応じた翻訳ソフトの活用

・学習内容の定着を図るり、学習の自立支援のためのデジタル教材の活用

【成果】

「特別の教育課 
程」における、個 
別の指導目標の 
達成率(１００％)

学校、対象児童 
生徒、保護者、 
日本語指導員、 
に対する事業評 
価の肯定的評価
の割合(１００％)

【現状と課題】 【取組内容】

・ 特別な教育課程を編成して日々継続的な指導を行うことで、生活に必要な日本語を始め、学習に必要な日本語の向上を
図ることができた。 

・ 連絡協議会を開催することで現状や課題を共有し、より良い指導の在り方について検討しながら指導を進めることができた。 
・ 今後も外国籍の児童生徒の就学が見込まれるため、しまね国際センター等と連携しながら、在籍学校間や日本語指導員間

の情報共有やノウハウの蓄積し、体制整備を進める。・
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